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O 

ハ
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

圃
縦
覧
は
問
日
ま
で

固
定
資
産
課
税
台
帳

こ
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
は
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
の

新
し
い
固
定
資
産
税
の
評
価
方
法
に
よ
る
価
格
が
書
い
て
あ

り
ま
す
。

こ
の
新
し
い
評
価
方
法
に
つ
い
て
の
一
問
一

答

l
。

問

固
定
資
産
評
価
制
度

の

改
正
を
行
な
う
こ
と
と
し
た

理
由
は
?

答

今
回
の
固
定
資
産
の
評

価
替
は
固
定
資
産
評
価
制
度

調
査
会
の
答
申
に
基
づ
い
て

行
な
わ
れ
、
土
地

・
家
屋

・

償
却
資
産
を
通
じ
て
適
正
で

均
衡
の
と
れ
た
評
価
を
確
保

す
る
と
と
も
に
市
町
村
聞
の

評
価
の
不
均
衡
を
も
是
正
し

税
負
担
を
衡
平
に
す
る
た
め

に
行
な
う
も
の
で
す
。

す
な
わ
ち
最
近
著
し
く
地

価
が
上
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
十
、

土
地

の
評
価
額
が

引
き
上
け
ら
れ
・な
か
っ
た
こ

と
な
ど
の
理
由
で
土
地
の
評

価
額
が
家
屋
や
償
却
資
産
む

評
価
額
と
著
し
く
不
均
衡
と

在

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
各
市

町
村
に
告
け
る
評
価
の
方
法

も
統

一
さ
れ
て
語
ら
守
、
し

た
が
っ
て
市
町
村
聞
の
評
価

の
均
衡
も
確
保
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
固
定
資
産
の

評
価
の
現
状
で
あ
る
む
で
新

固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
る

評
価
額
に
基
づ
い
て
課
税
を

行
な
い
、
こ
の
不
均
衡
を
な

く
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
で

す。閉
そ
れ
で
は
新
し
い
評
価

の
方
法
は
?

答

固

定

資
産
の
適
正
な
評

価
額
は
正
常
な
条
件
の
も
と

に
長
け
る
取
引
価
格
を
い
い

具
体
的
に
は
、
土
地
H

売
買

実
例
価
額
か
ら
導
き
だ
さ
れ

る
取
引
価
格
家
屋
日
再
建

築
価
額
償
却
資
産
日
取
得

価
額
を
基
準
と
し
て
評
価
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問

評
価
の
結
果
は
?

答

家

屋

と

償
却
資
産
の
評

価
額
は
従
来
の
評
価
額
と
あ

ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
土

地
は
一
般
的
に
評
価
額
が
上

っ
て
い
ま
す
。

閉
そ
れ
で
は
土
地
は
上
つ

i モーターボート l 
l 開設12周年 l 

i入場者1000名に記念品

! 大村競艇は本年 4月で関

l設1z周年を迎えました。

! これを記念して 4月16日

!からZ1日までの B日間、 特

151jレースとして全日本覇者

l決定戦を開催 しーつぎのよ

|ぅ左記念行事も行ないます

!1>16日午前10時から記念式

i 典・祝賀花火打上・選手

i 紹介

B>フ7ンサービス

16日と19日は入場者先着

1000名の方に記念品を進

呈、 16日から19日までの

毎日午後 2時までの入場

者Kは抽せんによ b粗品

をさしあけます。

た
評
価
額
で
そ
の
ま
ま
課
税

す
る
の
で
す
か
?

答

土

地
は

一
般
に
評
価
額

が
上
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
そ
の
ま
ま
固
定
資
産
税

の
基
礎
と
す
る
と
税
額
に
大

幅
な
変
動
を
生
十
る
こ
と
に

な
b
ま
す
の
で、

昭
和
三
十

九
年
度
か
ら
昭
和
四
十
一

年

度
ま
で
は
つ

ぎ
の
と

語
り
税

負
担
の
調
整
を
行
な
う
こ
と

に
友
b
ま
し
た
。

①

農
地

〈
回
、
畑
)

昭
和
三
十
九
年
度
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
額
が
昭
和
三

+
八
年
度
分
の
課
税
標
準
額

を
こ

え
る
も
の
は
昭
和
三
十

八
年
度
分
の
課
税
標
準
額
に

よ
っ
て
算
定
す
る

②

宅

地
な
と

(
田
、
畑
以

外
の
土
地
)

昭
和
三
十
九
年
度
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
額
が
昭
和
三

十
八
年
度

の
課
税
標
準
額
の

一
、
二
倍
を
こ
え
る
も
の
は

昭
和
三
十
八
年
度
分
の
課
税

標
準
額
の

て
二
倍
に
よ
っ

て
算
定
す
る
。

③

地

目

変

換

な

E
が
あ
る

土
地
、
長
よ
び
新
た
に
固
定

資
産
税
を
課
す
る
こ
と
に
在

っ
た
土
地
に
つ

い
て
は
新
ら

し
い
評
価
方
法
で
価
格
を
決

定
す
る
が
課
税
標
準
額
に

つ

ゾ、

ノ
4 

い
て
は
そ
の
土
地
に
類
似
す

る
土
地
の
昭
和
三
十
八
年
度

分
の
課
税
標
準
額
の
基
準
額

の
基
礎
と
な
っ
た
価
格
に
比

準
し
て
価
格
を
決
定
し
前
記

①
、
②
の

と
お
り
調
整
す
る

問

農
地
の
税
負
担
は
す
え

烏
き
、
農
地
以
外
の
土
地
。

税
負
担
は
前
年
度
の
二
割
増

に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
た
理

由
は
?

・答

評
価
替
の
結
果
農
地
は

他
の
土
地
に
比
し
て
上
昇
割

合
が
低
く
、
ま
た
我
が
国
農

業
の
現
状
か
ら
み
て
税
負
担

が
重
く
な
ら
左
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
左
ど
を

考
慮
し
て
す
え
烏
く
こ
と
と

し
た
も
の
で
す。

農
地
以
外
の
土
地
に
つ
い
て

は
こ
れ
ら
の
土
地
の
評
価
額

の
上
昇
割
合
が
農
地
に
比
し

て
著
し
〈
高
い
の
で
す
が
、

従
来
の
基
準
年
度
に
治
け
る

土
地
の
税
負
担
の
増
加
割
合

な
ど
を
考
え
合
せ
て
一
一
割
程

度
に
と
ど
め
ま
し
た
。

問

評
価
替
に
伴
い
固
定
資

産
税
の
免
税
点
は

?

答

土
地
は
二
万
四
千
円
(

従
来
は
二
万
円
)
家
屋
は
三

万
円
、

償
却
資
産
は
十
五
万

円
に
満
た
左
い
場
合
は
固
定

資
産
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
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周
回
M
o
S
1
r
a
s
e

市
美
術
展
覧
会

才
四
回
の
大
村
市
美
術
展
覧

会
を
き
た
る
五
月
に
つ
ぎ
の
と

告
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ

い
。
と
く
に
新
人
の
参
加
を
歓

迎
し
ま
す
。

マ
会
場

マ
会
期

百五中
月 央
十公
五民
日館

十
八

マ
出
品
作
品
の
部
門
と
体
裁

才
一

部

洋
画
部

三
十
号
(
三
尺
×
二
・
四
尺
)

以
下
と
し
額
禄
に
入
れ
る
こ

と才
二
部

日
本
画
部

1
1
1
1
1
1
1
1
春

季

慰

霊

祭

I
l
l
1
1
1
1
1

三城の忠霊塔と長崎市の県護国

神社で殉国者春季慰霊祭がつぎの

と治 b行なわれます。

ご遺族をはじめ一般市民の方々

多数ご参列ください。

殉国者春季慰霊祭日程

昭和39年 4月10日

周
目
e
s
-
-
z
s
e

二
つ
折
扉
風
以
下
と
し
表
具

を
つ
け
る
こ
と

才
一
-
一
部
南
画
部

一
一
一
つ
析
扉
風
以
下
と
し
表
具

を
つ
け
る
こ
と

示
岡
部

書
道
部

画
仙
紙
全
紙
以
下
と
し
表
装

(
か
り
表
装
も
可
)
枠
張
り

と
す
る
こ
と

才
五
部

写
真
部

印
画
紙
六
つ
切
り
以
上
と
し

枠
張

b
ま
た
は
台
紙
を
付
け

る

組

写

真

は

最
大
作
品

の

大
き
さ
を
全
紙
大
以
下
と
す

る
こ
と

才
六
部
商
業
美
術
部

西
洋
紙
全
紙
大
と
し
枠
張

b

日雨量

152lム品
l大村市支部 | 県奉賛会

10時30分

4月28日

市内

月日

時間

場所

主催

主主お支部主催慰霊祭に沿いては

お供物を準備しておりますのでご

遺族の方々はぜひご参列ください

と 洋 矛 扉 の体 陳 才ま
画 八風も裁列七た
部部大のとに部は
の 以のす便 台
体服下大る利彫紙
裁画ときこで塑を
に部すさとか工つ
準 るは染つ芸け
十 こ一色ー安部る
る とつ関全 こ
こ 折係なと

E、登録と予防注射 犬の登録と狂犬病予防

F、注射を下記の日程で行ないますら p対象犬

生後日1日以上の犬。 t料金登録手数料=300。円

b注射子数料= 140円 ，なお犬はく さりか、丈夫な仏

もで引いてきてください。この日程が終 った後は 未

登録、未注射の犬は捕獲されます。

実溜時間

9，00-16，00 
9，30-11.30 
13.30-15，80 
9.00-16.00 
9，00、11，3 0 
13.刊、15，30
10，00-10.30 
11 ，00-11 ，60 
13.00-14-，00 
14.30-15.00 
9，30、15，00
10，30...，.10，30 
11.00-11.30 
13，00-14，30 
14，30-15.00 
15，30、16，00
9，30-16，00 
9，30-15，00 
9，30・10.GO 
10.30-11.00 
13.00-15，00 
9，00-15，0。

実施時並区

大村地区

前舟津周辺

大多武地区

西大付地区

諏訪周辺

辻団地区

今村地区

溝陸泡区

臼泊地区

祝崎地区

鈴田地区

黒木地区

北川内地区

田下周辺

宮代地区

荒瀬周辺

竹怯地区

福重地区

野岳周辺

東光寺地区

出張所地区

市内全域

実掘場所

大村市役所

下久原公民館

大多武公民館

西大付出張所

諏訪公民館

市立公益質屋

今村公民館

溝陸公民館

三浦出張所

農協活部支所

鈴田出張所

黒木パス停留所

黒木小学校

萱瀬出張所

宮代停留所

農協芳一支所

竹松出張所

福重出張所

野岳湖停留所

東光寺公民館

松原出張所

大村保健所

マ
出
品
資
格
大
村
市
在
住
者

(
た
だ
し
小
中
学
生
を
除
く
)

職
場
が
大
村
市
に
あ
る
通
勤

者
は
在
住
者
と
み
な
す
。

マ
出
品
作
品
の
制
限
点
数

出

品

作

は

自

作

、

未

発

表

の

百

日

咳

・

ジ

フ

テ

リ

ヤ

の

い

な

い

・も
の
。
四
週
間
治
実
施
日
程

も
の
に
限
る
。
出
品
点
数
は

n

き
に
、
三
回
注
射
す
る
。
〈
実
施
場
所
)
〈
一
回
目
〉

各
部
一
人
三
点
以
内
と
す
る
予
防
接
種

ー

ω追
加
の
も
の
(
矛
二
期
)
池
田
清
和

国

四

月

二

十

日

マ

出

品

申

込

期

日

百

日

咳

ジ

フ

テ

リ

ア

の

予

防

才

一

期

の

初

回

免

疫

(

=

一

萱

瀬

出

張

所

H

五
片
九
日
午
後
五
時
ま
で
接
種
を
つ
ぎ
の
と
治
り
行
な
い
回
注
射
済
み
)
が
完
了
し
中
央
公
民
館

四

月
二
十
七
日

マ
作
品
搬
入

ま

す

の

で

、

該

当

者

は

捜

れ

な

て

か

ら

、

一

年

t
一
年
六
三
浦
診
療
所

H

五
月
十
三
日

t
十

四

日

の

正

く

受

け

て

く

だ

さ

い

。

カ

月

を

経

過

し

た

も

の

。

竹

松

出

張

所

四

月

二

十

二

日

午

ま

で

該

当

者

と

接

種

回

数

s

日
程
の
い
や

J

れ
か
の
日
に
松
原
出
張
所

マ
搬
入
場
所

中
央
公
民
館

ω初
め
て
の
も
の
(
才

1
期

)

一

回

接

種

す

る

。

鈴

田

出

張

所
四
月
二
十
三
日

な
治
審
査
は
行
な

い

ま

せ

ん

昭

和

=

一

十

八

年

七

月

一

日

料

金

無

料
で

す

。

市

立

病

院

四

月

二

十

四

日

く
わ
し
い
こ
と
は
中
央
公
民
館
か
ら
三
十
八
年
十
二
月
三
な
告
当
日
は
母
子
手
帳
を
持
福
重
出
張
所

(
電
話
二
七
三
九
〉
に
治
た
や
ノ
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
も
参
し
て
く
だ
さ
い
。
三
回
目
、

時
間
は
い
やJ
れ
も
、
午
後
一

ね

く

だ

さ

い

。

の

、

お

よ

び

、

ま

だ

、

才

三

回

目

の

日

程

は

後

日

市

政

だ

時

三

十

分

か

ら

=

一

時

三

十

分

ま

一
期
の
接
種
を
完

了

し

で

よ

り

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

で
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